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《資料》

モツゴ，メダカ， ドジョウの遊泳能力

大友芳成*

Swimming Ability of stone moroko(Motugo )Pseudorasbora parva， 

asian pondloach(Dojou) Cobitis Anguillicaudatus ，medaka(Medaka) Oryzias latijフω

Yosinari OOTOMO 

農業水路の一機能である流速は，魚の生息条件と

しても重要な要素となっている.そこで，魚類の生

息環境を改善するための基礎資料を得るため，関東

平坦部で一般的に見られるモツゴ，メダカ， ドジョ

ウについて流速と遊泳時間の関係を求めた.

材料及び方法

1 供試魚

実験に用いた魚は， FR P製水槽で井水を掛け流

しながら飼育した.

供試魚の平均体長はモツゴ‘4.9cm，メダ‘カ2.7cm，

ドジョウ6.1cmで、あった(表1).

表 1 供試魚の体型

全長 体長 体重

(cm) (cm) (亘)
モツゴ 平均 6.0 4.9 1.8 

最小 4.8 3.9 0.9 

最大 7.0 5.9 2.9 

メダカ 平均 3.2 2. 7 0.3 

最小 2.8 2.3 0.2 

最大 3.8 3.2 0.6 
ド、ジョウ平均 7.3 6.1 1.7 

最小 6.2 5.2 1.2 

最大 8.5 7.2 2.3 

2 実験期間

実験はモツゴが9月，メダカが7月， ドジョウが7

----9月に行った.

3 遊泳能力の測定

測定装置は，長さが4m，直径はそツゴ， ドジョ

ウ用が5cm，メダカ用が2.5cmの透明な塩化ビニーノレ

製パイプを用いた(図1).

パイプ内には水中ポンプを用いて水を流し，流速

の調節はポンプとパイプの聞に設けたバルブにより

行った.また，パイプ内に水が充満するよう，出口

に設置した継ぎ手(エルボ)の角度で水位を調節し

た(飯野， 2000). 

流速の測定は，投入口で、電磁流速計で、行った.

遊泳時間の測定は，流速を所定に設定した後に，

投入口から魚を入れ，パイプ後部から魚が落下する

までの時間を遊泳時間として測定した.

遊泳時間の測定は，各流速について，遊泳行動を

示した魚のみについて行い，投入後に遊泳行動を示

さず下流に降下した魚，および，最上流部のスクリ

ーンに衝突し，その後， 一気に降下した魚は除外し

た.

結果

試験中の水温はモツゴ20.7----24.0
o
C ，メダカ24.2

----24.50

C， ドジョウ23.1----25.2
0

Cであった.

遊泳時間の測定は最大値でl時間 となるように設

定したことから，流速はモツゴ'0.35~0.90m/秒，メ

ダカ0.13----0.22m/秒， ドジョウ0.24----1.17m/秒とな

った.

各流速ごとの測定尾数は，モツゴ9----38尾，メダ

カ5----11尾， ドジョウ 17----20尾であった(表2).

測定結果から流速 (x: m/秒)ごとの平均遊泳時

間 (y:秒)の関係は，

本研究の一部は農業環境工学関連7学会2005合同大会 (2005年9月)に発表した.
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(図2)，

メダカ:logy= -20.31x+622 

(図3) の式で示された.

これらの結果から，供試魚の巡航速度は，

メダカ0.13m/秒である事が判明した.

流速 ・遊泳時間と供試尾数

遊泳時間

平均標準偏差
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メダカの猫車と遊泳時間

察考

と流速 (x: m/ ドジョウの平均遊泳時間 (y:秒)

秒)との関係は、

ドジョウ :log y = -1.46 x +2.16 (r =0.87) 

(図4)で現されたが， ドジョウは突進しては休む

ような遊泳行動をとり，流速が遅い場合には突進時

にパイプ最上部のスクリ ーンにぶつかり狂奔，降下
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する状態が多く見られた.

このことから，今回の方式では連続して泳ぐ巡航

速度の算出には適さないと考えられた.
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魚類の体長と巡航速度の関係は一般に体長の2""4

倍/秒であると言われる(中村， 1969). 

今回，供試したモツゴの平均体長は4.9cmで，体

長の2""4倍は0.098""0.196m/秒となり，今回のそ

ツゴの巡航速度 (0.16m/秒)は一般値の上限に近い

付近であった.

メダカでは平均体長からの一般値は0.054""0.108

m/秒で，今回の巡航速度 (0.13m/秒)は高い値で

あった.
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